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【熱拡散率測定装置】 

 

１ 補助事業の概要 

 近年、半導体の小型集積化に伴う熱対策や、省エネを目的とした構造物の断熱性能など製

品の熱に関する課題が顕著化し、材料開発には熱物性評価が欠かせないものとなっている。 

上記背景により中小企業から利用の要望は多いものの、現有機器は導入から10年が経過し、

機器の劣化が見られる。さらにメーカーサービスの終了が決定していることから早急な更新

が望まれる。装置導入後は、長年蓄積した技術に加えて新たな知見及び測定技術をもとにし

て更に幅広いターゲットに迅速かつ信頼性のある手法で結果を提供可能とすることで技術

支援を推進する。 

 

 

２ 予想される事業実施効果 

本事業の実施により、成長産業である電子機器や自動車産業に関わる機能性材料分野にお

いて重要なパラメータとなる熱物性値の評価を可能とする。事業期間においては、装置の妥

当性確認、職員の教育、講習会の開催による顧客への技術支援を実施するとともに、本装置

をライセンス制の機器利用事業として提供することで、新材料開発や製品性能のアピールへ

繋げ、中小企業を技術的に支援する。 

 

 

３ 本事業により導入した設備 

① 熱拡散率測定装置 

（ https://www.iri-tokyo.jp/setsubi/tes-r3-hyperflash.html） 

ニーズが高まる電子機器や自動車産業をはじめとした金属や、セラミックスの複合材料

をはじめとした高温で使用される材料や、断熱材料や各種材料の軽量化に伴う多孔質材

料への測定が可能 

https://www.iri-tokyo.jp/setsubi/tes-r3-hyperflash.html


 

試験コード：S21221,S21222 

設置場所：【東京都立産業技術研究センター 本部 実証試験技術グループ】 

 

② 本事業に係る印刷物等 

・地方独立行政法人東京都立産業技術研究センター発行技術情報誌 

TIRI NEWS冊子版（3月号掲載） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 



【三次元測定機】 

 

１ 補助事業の概要 

 三次元測定機は、対象物の寸法、角度、輪郭形状、幾何偏差を測定する装置であり、三次

元スキャナー(立体スキャナー/三次元デジタイザー)よりも高精度な測定が可能である。ま

た近年、自転車や小型自動車等の動力伝達に欠かせない部品である歯車の開発において、効

率、運動精度、強度、騒音などの厳しい要求に応えるための高度な形状精度が求められてい

る。さらに、得られた測定結果を国際標準にトレーサブルなものとするために、仮想三次元

測定(VCMM)が確立されつつある。しかし、都産技研城南支所が保有している「三次元測定機」

は、装置耐用年数(設置後16年経過)に達しているだけでなく、経年劣化も生じている。その

ため、測定の保証やVCMMに対応できない問題があった。 

本事業では三次元測定機の導入により、「三次元測定機のトレーサブルな測定をVCMMの概

念によって構築する」ことを目的とする。また、都産技研城南支所が取り組む「高精度な歯

車測定や不確かさ算出」、「各形状測定機の測定データ連携による三次元内外形状評価システ

ムの構築」、「設計・試作/加工/三次元形状測定による繰り返し検証が可能なClosed Loop 

Engineering支援体制の構築」を事業に展開する。これらの事業に本事業を展開することで、

製品開発/課題解決のスピードアップ、 製造業界の活性化、未開拓な産業分野へ挑戦する中

小企業をこれまで以上に強く支援できる。 

 

 

２ 予想される事業実施効果 

本事業の実施により、三次元測定機のトレーサブルな測定を仮想三次元測定(VCMM)により

構築することが可能となった。欧州では、不確かさを考慮した製品開発が主流となっている

ため、海外市場を見据えた製品開発には、VCMMは有力な支援ツールとなる。さらに、ロータ

リーテーブルの併用により、円筒形状の測定のほか、歯車の規格に準じた精度等級の判定が

可能になるなど、自動車部品の金型、機械部品などの立体物の三次元形状測定に対して、よ

り細やかな支援が可能となった。 

また今後、図面と加工品との差異を三次元で評価可能とするほか、他の形状測定機との連

携による繰り返し検証可能な支援体制も構築できる。この支援体制による技術相談、依頼試

験や機器利用、共同研究開発を通じて、製品開発/課題解決のスピードアップ、 製造業界の

活性化、未開拓な産業分野へ挑戦する中小企業を強く支援していく。 

 

 

 

 

 



３ 本事業により導入した設備 

③ 三次元測定装置 

（ https://www.iri-tokyo.jp/setsubi/jn31.html） 

三次元測定機は、測定対象物に測定子を直に接触させて、縦、横、高さの三方向からの座

標情報を得ることで、寸法、角度、輪郭形状、幾何偏差を測定する装置である。特に自転

車や小型自動車等の開発、部品の評価、金型の製作、安全性の試験など全ての分野で必須

の測定機となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

依頼試験コード TF11111、TF11112、TF11121、TF11131 

機器利用コード  SC1511 

設置場所：【東京都立産業技術研究センター 城南支所】 

 

④ 本事業に係る印刷物等 

・地方独立行政法人東京都立産業技術研究センター発行技術情報誌 

TIRI NEWS Web版（2023年2月1日掲載） 

（https://www.iri-tokyo.jp/site/tiri-news/202302-01-setsubi.html） 

・TIRI NEWS冊子版（3月号掲載） 

 

 

 

 

https://www.iri-tokyo.jp/setsubi/jn31.html
https://www.iri-tokyo.jp/site/tiri-news/202302-01-setsubi.html


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 事業内容についての問い合わせ先 

団 体 名： 東京都立産業技術研究センター 

 （トウキョウトリツサンギョウギジュツケンキュウセンター） 

住  所： 〒135-0064 

東京都江東区青海2-4-10 

代 表 者： 理事長 黒部 篤（クロベ アツシ） 

担当部署： 拡散率測定装置 実証試験技術グループ 

（ジッショウシケンギジュツグループ） 

      三次元測定機  城南支所（ジョウナンシショ） 

担当者名： 拡散率測定装置 主任研究員 佐々木 正史（ササキ マサシ） 

三次元測定機  副主任研究員 樋口 英一（ヒグチ エイイチ） 

電話番号： 03－5530－2193 

F  A  X： 03－5530－2633 

E - m a i l： sasaki.masashi@iri-tokyo.jp 

Ｕ Ｒ Ｌ： https://www.iri-tokyo.jp/ 

  

https://www.iri-tokyo.jp/

